
ブログを書いてみよう！

ブログ講座　-第1回-
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〜ブログの文章の書き方〜



ブログ講座　-第1回-

ブログを書きましょう！と言っても…



-この講座で学習できること-

ブログ講座　-第1回-

①そもそもブログとは？

②ブログを書く目的

③ブログの構成

④文章を書くときのポイント

⑤テンプレート配布



①そもそもブログとは？

ブログ講座　-第1回-

調べ物があって検索したときに出てくるサイトのこと。

サイトに書かれているほとんどの記事が、

誰かが書いたブログです。



ブログ講座　-第1回-

・店舗のHPが強くなる。
・検索されたときに上位に表示されやすくなる。

・たくさんの人の目に触れやすくなるため、

    予約に繋がりやすくなる。

ブログを書くとどうなるの？

とはいえ、『ただ書けばいい』というわけではありません！



②ブログを書く目的

ブログ講座　-第1回-

▶︎読者のお悩みを解決すること！



ブログ講座　-第1回-

調べ物をしたとき

知りたい内容じゃない記事が出てきたら…

▶︎「知りたいのはこれじゃない！」

▶︎「読んでる時間が無駄だった！」

▶︎「別のサイトを見てみよう…」

記事を最後まで読まずに離脱してしまう！

離脱率の高い記事はGoogleからの評価ダウンに…



ブログ講座　-第1回-

読まれる記事を書くことが大事！

目にした人が最後まで読んでくれる記事を書くことで

▶︎価値が高い記事だとGoogleから評価される！
▶︎もっと多くの人に読まれるよう、検索時に上位表示されやすくなる！
   （検索した時に一番上にあるサイトが、Googleからの評価１位のサイトです。）

価値の高いブログを量産することで

サイトそのものの評価がUP！



ブログ講座　-第1回-

読者のお悩みを解決できるブログ

この流れをつくることができるのが

質の良いブログです。

つまり、

▶︎それによって強いサイトができあがり、サイトそのものが

　上位に表示されやすくなる！

▶︎上位に表示されるとクリックされやすくなるため、

　予約・来店のきっかけができ、売り上げアップに！！



②ブログを書く目的

ブログ講座　-第1回-

▶︎読者のお悩みを解決すること！

では、どのようにして書いていけばいいのか？



③ブログの構成

ブログ講座　-第1回-

ブログは大きく分けると４つの構成でできています。

1.タイトル
2.見出し
3.本文
4.まとめ



1.タイトル

まずは書く記事のキーワードを決めましょう！

ブログ講座　-第1回-

キーワードとは、検索するときに入力する単語のことを言います。

例えば…「東京に旅行に行って美味しいランチが食べたい！」

キーワード

▶︎『東京　美味しい　ランチ』

▶︎『東京　ランチ　おすすめ』など

この単語のことをキーワードといいます。



ブログ講座　-第1回-

検索するときのキーワードがタイトルに含まれていると

何について書かれている記事なのかが一目でわかるため、

記事が読まれやすくなります！

キーワード検索には、『ラッコキーワード』という無料ツールを

使うと調べやすいです。

☆ラッコキーワード▶︎https://related-keywords.com

タイトルはキーワードを元にして作成する。



ブログ講座　-第1回-

ラッコキーワードにて「ホワイトニング」や「歯磨き」など

単語を入力すると、その単語について検索されているキーワードが

たくさん出てくる！

キーワードをクリックすると、そのキーワードについて書かれた

記事が表示される。

▶︎自分が書きやすそうだと思うもの選ぶ

▶︎上から順番に使っていく

一番上のサイト＝そのキーワードで検索されたときの１位サイト！

Googleに一番価値があると評価されている、一番読まれている記事！



ブログ講座　-第1回-

本文は上位の1位〜5位くらいまでの記事を参考に
ブログを書いていきます！

注意すること！

あまりにも似ている記事だと、Googleからパクっているとバレます。
▶︎言葉の言い回しや単語を変える

▶︎文章の構成をちょっとアレンジする　など工夫が必要！

まるパクリするのではなく、自分の言葉に変えてオリジナル感を

大事に書いていきましょう！



読者のお悩み＝見出しになります！

ブログ講座　-第1回-

例えば、『歯　黄ばみ』このキーワードで検索する人は

▶︎どんな悩みを抱えていると思いますか？

▶︎どんなことを知りたいと思っていると考えられますか？

ちょっと考えてみてください🤔

2.見出し



ブログ講座　-第1回-

おそらく、『歯　黄ばみ』のキーワードで検索する人は…

お悩み

▶︎歯の黄ばみが気になる…
▶︎なぜ歯は黄ばんでしまうの？

知りたいこと

▶︎どうしたら歯が黄ばむのを抑えられる？

▶︎黄ばんでしまった歯を白くするにはどうしたらいい？

このように思っているのではないかと考えられます。



ブログ講座　-第1回-

読者の抱える悩みを考える

それに対してどんなことを知りたいかを想像する

それに対する解決策をお伝えするのがブログ！



ブログ講座　-第1回-

この例の場合、読者が一番知りたいのは

「なぜ歯が黄ばむのか」ではなく、

「黄ばみを抑える方法」や「黄ばんだ歯を白くする方法」です。

「なぜ歯が黄ばむのか」という説明だけでは、

ただ事実を述べているだけ！

読者のお悩みは解決されていない！



▶︎相手の立場になって考えて深掘りする！

▶︎本当に知りたい部分を想像して書く！

             その記事の質は一気にUP！

ブログ講座　-第1回-



ブログ講座　-第1回-

▶︎自分が質問者だとしたら、どんなことを知りたいと思って

　そのキーワードで検索するかを考えてみましょう！

▶︎それに対してどのような内容が書いてあると自分の悩みは

　スッキリ解決できると思いますか？

読んだ時に自分が「なるほど！」と思える記事を目指して

書いていきましょう！



ブログ講座　-第1回-

読者のお悩みや知りたいことを箇条書きにできたら、

そこから各項目の『見出し』ができます。

見出しがあることで、ブログの中でもそれぞれ何について

書かれている部分なのかが分かりやすくなります。



ブログ講座　-第1回-

【タイトル】『なぜ歯は黄ばむの？黄ばんだ歯を白くする方法』

【見出し①】歯が黄ばむ理由

【見出し②】歯の黄ばみを抑える方法

【見出し③】黄ばんだ歯を白くするには

このような感じになります。

見出しができたら、次はそれについての本文です！

『歯　黄ばみ』をキーワードに

【タイトル】と【見出し】をつけるとしたら



本文の構成は以下の通りです！

ブログ講座　-第1回-

①結論

②理由

③具体例

④反論に対する理解

⑤再び結論

本文

このような流れで書いていくとまとまりのある文章を書くことができます！



ブログ講座　-第1回-

(例) 見出し①『歯が黄ばむ理由』について

①結論

歯が黄ばむ理由として一番多いのは、日々の生活習慣によるものです。

②理由

生活習慣によって黄ばむ理由には、飲食関係や喫煙の有無などが関係してきます。

③具体例

基本的に、お水以外の飲食物はすべて着色します。その中でもとくに着色しやすい

のがコーヒーやワイン・カレーなど色が濃い食品です。また、喫煙の習慣がある方は

タバコに含まれるヤニによって歯が黄ばみます。ヤニは頑固な汚れなため、毎日

歯磨きしていたとしても完全に落とし切るのは非常に難しいです。



ブログ講座　-第1回-

④反論に対する理解

とはいえ、急にタバコを我慢するのは辛いですし、お水だけでは生きていけない

ためご飯は毎日食べなくてはいけませんよね。

⑤再び結論

歯は生きていればどうしても黄ばんでしまうものになります。それを抑える方法が

いくつかあるので、このあと順番に解説していきます。

このようにスッキリとした文章を書くことができます。

あとはこの文章にさらに肉付けしていくと、

より深い内容の記事になっていきます。



最後に『まとめ』を書きましょう！

ブログ講座　-第1回-

『歯が黄ばむ理由は飲食や喫煙などの生活習慣による場合が多いです。

歯の黄ばみを抑える方法は〇〇と〇〇があるとご紹介しました。

もうすでに黄ばんでしまっている歯を白くするにはホワイトニングが

最も効果的です。気になる方は行きつけの歯科医師に相談してみま

しょう！』

まとめ

（例）からまとめを考えると…



ブログ講座　-第1回-

以上がブログの基本的な書き方です。

ある程度しっかりとした内容を書こうとすると、自然と

3,000文字程の記事になってきます。

ただ、どうでも3,000文字を書かなくてはいけないという
わけではありません。

内容がしっかりとしていれば3,000文字なくても上位に
表示される場合もあります。

何度もお伝えしていますが、大切なのは

『読者のお悩みを解決すること』です。

読者の気持ちに寄り添って、文章を考えてみてください。



ブログ講座　-第1回-

（ここにチャットGPTを用いると、ブログを書く速度が
　一気に上がります！うまく活用しながら、自分の言葉も

　交えて書いてみてください。）



ブログ講座　-第1回-

テンプレート

LINEにて配布します！


